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手動操作

警告 停電などの非常時の操作には高所作業を伴います。高所で暗
いところでの作業となることもあり危険がともなうため、基
本的には47ページ記載の文化シヤッターサービス株式会社
へ対応依頼をお願いします（有償）。なお、緊急を要する際
など、やむを得ずお客様にて操作される場合には、ヘルメッ
トや安全帯の着用、必要な足場や照明の確保など、墜落・転
落事故の予防を行い、安全を十分に確保した上で、操作を行
うようお願いいたします。

注　記 ● 手動操作のままでは、シャッターを手で開けることが出来、盗難
のおそれがあるため、手動操作に切替えた後は必ず電動操作に戻
してください。

● 手動でシャッターを動かすときは、カーテンを持ち、水切りを持
たないでください。

● 停電時以外は、ご使用しないでください。
● 手動開放リングが無い製品は、停電時にはご使用できません。停
電復旧を待ってから通常操作してください。手動開放リングを操
作せずにシャッターを開けようとすると、故障の原因になりま
すので、停電時に手動開放リングが無い製品を開閉する場合は、
47ページ記載の文化シヤッターサービス株式会社へご連絡くだ
さい。

電動操作→手動操作の切替え方法  

手動開放リングが点検口内部にある場合

1 鍵のある点検口の場合、解錠
します。 2 点検口を開けます。
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3 手動開放リングを真横にゆっくりと、引
けなくなるまで引っ張ります。（約3cm
ストロークします。）
手動開放リングを引くときは、真横に
引っ張ってください。真下に引っ張ると、
手動開放ワイヤーが破損する場合があ
ります。

4 シャッターを手動で静かに
動かします。
動かせない場合は、再度
手動開放リングを引っ
張ってください。

2 シャッターを手動で静かに動
かします。
動かせない場合は、再度手動
開放リングを引っ張ってくだ
さい。

1 手動開放リングを真下にゆっ
くりと、引けなくなるまで引っ
張ります。（約 3cm ストロー
クします。）

手動開放リングがケース下部にある場合

握り式手動閉鎖装置の場合

1 つまみをまわして、フタをあ
けます。 2 握りレバーを引きます。
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手動操作→電動操作の切替え方法

1 シャッターが腰の高さ程度開
いた状態にします。

3 シャッターを手動で静かに動
かします。
動かせない場合は、再度手動
開放リングを引っ張ってくだ
さい。

手動開放リングが点検口内部にある場合

2 手動開放リングを真横にゆっく
りと、引けなくなるまで引っ張
ります。

● 点検口内部の手動開放リングを
引くときは、真横に引っ張って
ください。真下に引っ張ると、
手動開放ワイヤーが破損する場
合があります。

3 手動で動かないことを確認し
てください。
動く場合は、再度手動開放リ
ングを引っ張ってください。

4 手動開放リングを鍵に引っか
けて点検口をしめます。
鍵のある点検口の場合、施錠
します。
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2 手動開放リングを真下にゆっ
くりと、引けなくなるまで引っ
張ります。（約 3cm ストロー
クします。）

手動開放リングがケース下部にある場合

3 手動で動かないことを確認してください。
動く場合は、再度手動開放リングを引っ張ってください。

1 シャッターが腰の高さ程度開
いた状態にします。

握り式手動閉鎖装置の場合

3 蓋を閉め、鍵をかけてください。

2 握りレバーを引きます。

4 手動で動かないことを確認し
てください。
動く場合は、再度手動開放リ
ングを引っ張ってください。

1 シャッターが腰の高さ程度開
いた状態にします。
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8. 修理のご案内

修理のご用命はATSSへーー

アットタイムサービスシステム

突然のシャッターや窓シャッターの故障。そんな時は、文化シヤッター
サービス（株）のATSS＝アットタイムサービスシステムをご利用くだ
さい。フリーダイヤルひとつで365日素早く対応いたします。

フリーダイヤル 0120-365-113
修理に関するお問い合せは

365日いいサービス

※フリーダイヤルは携帯電話、PHS、IP 電話からは
ご利用になれない地域がございます。その際は固定
電話からおかけください。


